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A. 研究目的 
医療知識基盤データベース（以下 MKB）

は、疾患と異常状態（病態異常等）の因

果関係により約 6000 疾患の定義が記述

研究要旨 
目的：医療知識基盤データベース（以下 MKB）を活用して、①医療安全支

援機能、②電子カルテ DB やレセプト DB（NDB や DPC）（以下、既存 DB）
の研究利用のための高品質データ抽出機能、の２つを実現する。これによ

り今後の医用人工知能開発の基盤となることを目指す。 
方法：医療自然言語処理リソースを集約し医用文書にメタ情報を付与でき

るツールを開発し、医薬品添付文書や研究論文と研究計画書に適用する。 
結果：主要な言語辞書リソース１７について一つの Web リソースとしてま

とめ、自然言語文リソースに対して文字列一致、形態素解析など汎用的に

自動的にアノテーションする汎用システムを開発した。これを用いて医薬

品添付文書から抽出された医薬品関連異常状態等を抽出できるようになっ

た。また研究者が抽出したい情報粒度のやや大きい臨床概念を既存研究論

文と研究計画書から収集できるようになった。医療知識基盤データベース

の病態異常等の因果関係と既存の言語リソースを統合的に活用することが

できる  



されたものである。本研究では①医療安

全支援機能、②電子カルテ DB やレセプ

ト DB（NDB や DPC）（以下、既存 DB）

の研究利用のための高品質データ抽出機

能、の２つを MKB を活用することで実

現する。これにより今後の医用人工知能

開発の基盤となることを目指す。 
 
B 研究方法 
 ２年計画で本研究目的の２本の柱であ

る医療安全支援機能の実現、研究支援機

能実現のための均質的で構造的なデータ

ベース生成手法を開発し提案する。 
医療安全支援機能として、主要な医薬品

について禁忌、投与注意、効能記述にお

ける疾患、病態、症状記述（以下、医薬

品関連異常状態等）を抽出し、MKB に

記述されている異常状態表現と対応付け、

処方オーダ時に警告や注意喚起を表示す

るシステムを試験開発し評価する。また

研究支援機能としては、MKB の異常状

態表現を探索することで、疾患や検査結

果、医薬品名そのものではなく、研究者

が必要とする情報粒度でのデータ抽出を

行う検索プログラムを開発する。初年度

は医療自然言語処理リソースを集約し医

用文書にメタ情報を付与できるツールを

開発し、医薬品添付文書や研究論文と研

究計画書に適用する。 
 
C. 研究結果 
 本研究だけでなく今後の多様な利用も

可能となるよう、医療自然言語処理リソー

スを集約し医用文書にメタ情報を付与で

きるツールを開発し、これを研究支援機能

の開発と共通で利用できるようにした。こ

れを用いた医療安全支援機能と研究支援

機能を設計し、一部のシステムモジュール

を開発した。 
具体的には、これまでの研究知見で得た言

語リソースを標準病名、病名索引用語、病

名修飾語、LiLak データベース、薬剤

JAPIC コード、HOT マスター、WEB 収

集語、JLAC10 用語、診療行為マスター、

手術処置マスター、解剖学用語、MedDRA、

日本医学会用語 V３の全用語をひとつの

Web リソースにまとめ、前記添付文書言語

情報を文字列一致、形態素解析により自動

的にアノテーションする汎用システム「医

学用語自動アノテーションシステム」を開

発した。これを用いて医薬品関連異常状態

等を MKB の異常状態と対応づけられる用

語を医薬品添付文書から抽出できる。また

研究者が抽出したい情報粒度のやや大き

い臨床概念を既存研究論文と研究計画書

から収集できることを確認した。 
 表１（末尾）表１に示すように、本 Web
システムに集約した言語リソースはこれ

までに１７リソース、重複のある用語コー

ド数は約１４１万エントリーに達した。 
また、図１に医学用語自動アノテーション

システムの言語リソース環境設定画面を

示す。さらに図２に本システムの利用画面

を示す。表２に、医薬品添付文書の警告、

一般的注意、慎重投与などの記載を処理し

た例を示す。また、表３に臨床医学オン

トロジーに記述される複雑な表現の異常

状態の処理例を示した。 
 
D. 考察 
医療言語リソースを利用した医療言語デ

ータの汎用自動アノテーションシステム



の開発により効率的に本研究を進めるこ

とができると考えられた。さらに MKB
に記述される病態記述を探索する機能を

このシステムに追加することにより当初

の研究目的を達成できると考えられる。 
 
E. 結論 
医療知識基盤データベースの病態異常等

の因果関係と既存の言語リソース、およ

び医薬品添付文書情報の処理結果を統合

的に活用することにより医療安全支援機

能と既存医療ビッグデータの研究利用支

援の情報基盤を構築できるであろうこと

が示された。 
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表１ 集約した言語（辞書）リソース一覧 
 

用語集名 用語集内のリソース名 
用語コード総

数 

略語集   

  カルテ＆レセプト略語 15,064  

  

心エコー検査に頻出する英単

語 324  

ICD   

  見出し 11,082  

医薬品 HOTコードマスター2017

年 1月 31日版     

  HOT13 51,382  

看護実践用語標準マスター   

  看護観察編 ver.3.1 5,674  

臨床検査マスター   

  診療行為マスター 7,163  

  分析物 3,219  

      

  結果識別（固有） 3,484  

  結果識別（共通） 99  

  識別 1,543  

  測定法 342  

  材料 221  

手術・処置マスター   

  手術・処置名称テーブル 10,344  

症状・所見マスター＜身体所見編＞   

  症状用語 3,547  

MEID辞書   

  辞書語 229,952  

技術用語辞書 PATRO   

  技術一般語 246,880  



  医薬・バイオ 227,288  

解剖学用語   

  解剖学用語 8,436  

日本医学会医学用語辞典   

  日本医学会医学用語辞典 76,608  

T辞書   

  医薬同義 T辞書 100,765  

JAPIC薬剤データベース   

  薬価と後発品 21,519  

  info_all 21,518  

  japic_who_atc 22,326  

LiLak2   

  病名 27,838  

  症状 3,286  

  部位 1,869  

MedDRA/J   

  1_hlgt_pref_term 334  

  1_hlt_pref_term 1,720  

  1_low_level_term 73,221  

  1_low_level_term_j 66,829  

  1_pref_term 20,808  

ICD10対応標準病名マスターV4   

  索引テーブル 102,557  

  修飾語テーブル 2,269  

  病名基本テーブル 25,293  

歯科病名マスター   

  歯科病名基本テーブル 3,036  

  歯科索引テーブル 13,197  

合計 1,411,037  

 
  



図１ 医学用語自動アノテーションシステムで使用する言語リソースの選択画面 

 

 

 



図２ 医学用語自動アノテーションシステムの使用例 

 
 
  



 
表２ 医学用語自動アノテーションシステムの使用による医薬品添付文書の分析例 
記載 
 区分 

 医薬品添付文書の処理事例 

警告 

 
一般的 
注意  
警告 

 
禁忌 

 
慎重 
投与  
 
表３ 臨床医学オントロジーに記述される複雑な表現の異常状態の処理例 
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